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か
ん
づ
め
ヒ
ー
タ
ー
は
浴
室
暖
房
に
も
活
用
で
き
る

利
便
性
と
安
全
性
、
環
境
に
も

配
慮
し
た
最
新
の
物
流
施
設

単
層
か
ら
複
合
膜
ま
で
対

応
す
る
Ｐ
Ｖ
Ｄ
処
理
装
置

人
に
や
さ
し
い
暖
房
装
置
か
ん
づ
め
ヒ
ー
タ
ー
に
注
力

市
場
ニ
ー
ズ
、
対
応
強
化
顧
客
に
寄
り
添
い
成
長
支
援

顧
客
の
課
題
を
一
緒
に
解
決
Ｐ
Ｖ
Ｄ
、
窒
化
処
理
に
も
強
み

技
術
開
発
指
向
型

　
清
水
電
設
工
業

兵
庫
県

尼
崎
市
、
清
水
博
之
社
長
、

０
６
・
６
４
８
８
・
１
５
０

１

は
高
速
度
鋼
を
中
心
と

し
た
金
属
熱
処
理
技
術
と
金

属
製
工
具
へ
の
薄
膜
蒸
着
技

術
を
ベ
ー
ス
に
し
た
技
術
開

発
指
向
型
企
業
。
窒
化
な
ど

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
な
か
、
物
理
蒸
着
処

理

Ｐ
Ｖ
Ｄ

膜
処
理

種

類
を
使
い
分
け
る
金
属
表
面

処
理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
。
高
品
質
や
短
納
期
は
も

と
よ
り
適
正
価
格
で
提
供
す

る
。

　
従
来
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

対
し
、
さ
ら
に
優
れ
た
耐
摩

耗
性
が
あ
り
長
寿
命
化
で
き

る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
提
案
す

る
。
そ
の
た
め
営
業
ス
タ
ッ

フ
の
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
、
新
技
術
な
ど
の
情
報
に

飢
え
て
い
る
顧
客
に
フ
ェ
ー

ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ
ー
ス
で
情

報
を
い
ち
早
く
伝
え
る
。
さ

ら
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力

を
強
化
し
技
術
力
を
生
か
し

課
題
を
一
緒
に
解
決
し
顧
客

満
足
度
を
高
め
て
い
く
。

　
同
社
は
１
９
４
９
年
に
熱

処
理
装
置
メ
ー
カ
ー
と
し
て

創
業
し
、
現
在
は
真
空
熱
処

理
加
工
、
化
学
気
相
蒸
着
処

理

Ｃ
Ｖ
Ｄ

加
工
、
Ｐ
Ｖ

Ｄ
加
工
の
受
託
加
工
、
下
地

強
化
処
理

Ｗ
Ｐ
Ｃ
・
窒

化

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
。

　
ま
た
創
業
当
初
か
ら
手
が

け
る
装
置
部
門
で
は
Ｐ
Ｖ
Ｄ

処
理
装
置
や
窒
化
処
理
装
置

を
製
造
販
売
す
る
。
窒
化
処

理
装
置
は
高
速
度
工
具
鋼
、

ダ
イ
ス
工
具
鋼
の
機
械
治
工

具
、
プ
レ
ス
金
型
、
冷
間
鍛

造
金
型
等
へ
の
窒
化
を
行
う

も
の
。
他
の
熱
処
理
と
比
較

し
低
温

４
０
０
―
５
０
０

度
Ｃ

の
た
め
歪
が
少
な

ひ
ず
み

く
、
工
具
表
面
の
耐
摩
耗

性
、
耐
疲
労
性
が
向
上
す

る
。
原
料
の
窒
素
ガ
ス
を
効

率
的
に
分
解
し
た
低
圧
高
密

度
の
低
温
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る

窒
化
処
理
や
化
合
物
層

白

層

の
生
成
を
抑
制
し
、
窒

素
拡
散
層
の
み
の
生
成
な
ど

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
装
置
を

自
社
設
備
と
し
て
も
活
用
す

る
。米

国
に
も
製
造
拠
点

　
加
工
部
門
は
国
内
４
拠
点

５
工
場
と
米
国
子
会
社
の
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ａ

イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
フ
ォ
ー
ト
ウ
ェ

イ
ン
市

の
１
拠
点
体
制
で

全
国
と
米
国
を
カ
バ
ー
す

る
。
特
に
米
国
は
今
後
大
き

く
成
長
が
見
込
ま
れ
る
市

場
。
米
国
工
場
は
Ｐ
Ｖ
Ｄ
２

基
体
制
で
チ
タ
ン
シ
リ
コ
ン

系
な
ど
の
５
種
類
の
表
面
処

理
を
行
っ
て
い
る
。
自
動
車

関
連
部
品
や
金
型
、
切
削
向

け
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
、
ミ

シ
ガ
ン
州
、
オ
ハ
イ
オ
州
、

イ
リ
ノ
イ
州
、
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
州
を
含
む
８
州
で
受
注
。

１
０
０
０

圏
内
は
営
業

範
囲
で
遠
く
は
テ
キ
サ
ス
州

ま
で
足
を
運
ぶ
。
現
在
顧
客

登
録
数
は
１
５
０
社
以
上
。

米
国
企
業
中
心
に
常
時

―

社
の
受
注
を
確
保
。
口
コ

ミ
を
中
心
に
日
系
企
業
の
受

注
も
増
え
て
い
る
。
清
水
博

之
社
長
は
「
２
０
１
２
年
度

の
売
り
上
げ
は
米
国
が
引
っ

張
る
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
日
本
は
京
都
加
工
工
場

京
都
府
久
御
山
町

が
Ｃ

Ｖ
Ｄ
処
理
と
真
空
熱
処
理
、

京
都
工
場

同

が
Ｐ
Ｖ
Ｄ

処
理
装
置
や
窒
化
処
理
装
置

の
製
造
、
本
社
工
場

兵
庫

県
尼
崎
市

、
小
牧
工
場

愛
知
県
小

牧
市

、
仙

台
工
場

宮

城
県
大
衡

村

、
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
Ａ
の
４
工

場
が
Ｐ
Ｖ
Ｄ

処
理
を
行

う
。
Ｐ
Ｖ
Ｄ

処
理
の
相
互

補
完
体
制
も

整
い
、
各
工

場
の
見
え
る

化
や
品
質
の

統
一
化
、
生

産
監
査
を
強

化
し
て
い

る
。

　
ま
た

年

以
上
ロ
ン
グ

ヒ
ッ
ト
の

「
Ｓ
―
Ｐ
Ｖ
Ｄ
」
や
同
社
一

押
し
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
―

」

「
Ｔ
Ｈ

Ｔ
ｉ
Ｓ
ｉ

Ｎ

」
、
「
Ａ
Ｔ

Ａ
ｌ
ｃ

ｒ
ｓ
ｉ
Ｎ

」
は
耐
摩
耗
性

や
耐
熱
性
な
ど
に
優
れ
る
な

ど
特
色
が
あ
り
金
型
の
長
寿

命
化
に
貢
献
す
る
。

　
「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
―

」
は

「
Ｓ
―
Ｐ
Ｖ
Ｄ
」
や
「
Ｔ
ｉ

Ａ
Ｉ
Ｎ
」
、
「
Ｔ
Ｃ
」
の
利

点
を
生
か
し
さ
ら
に
高
硬

度
、
高
耐
熱
性
、
潤
滑
性
を

求
め
て
開
発
。
薄
膜
硬
度
と

耐
熱
性
は
「
Ｔ
ｉ
Ｃ
Ｎ
」
を

超
え
る
３
５
０
０
Ｈ
Ｖ
と
１

０
０
０
度
Ｃ
を
実
現
し
、
膜

厚
は
４

以
上
と
高
密
性

と
厚
膜
化
を
両
立
す
る
。
顧

客
の
要
望
で
中
部
地
域

小

牧
工
場

で
も
処
理
が
可
能

に
な
り
本
社
工
場
と
仙
台
工

場
を
合
わ
せ
３
工
場
で
「
Ｚ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
―

」
を
受
注
し
て

い
く
。

需
要
の
変
化
に
対
応

　
首
都
圏
を
中
心
に
大
規
模

物
流
施
設
の
新
設
が
相
次
い

で
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
複
数

テ
ナ
ン
ト
向
け
の
「
マ
ル
チ

テ
ナ
ン
ト
型
」
で
、
今
年
後

半
か
ら
来
年
に
か
け
て
建
設

さ
れ
る
延
べ
床
面
積
の
総
計

は
１
８
０
万
平
方

と
も
言

わ
れ
る
。
特
定
テ
ナ
ン
ト
に

向
け
た
「
Ｂ
Ｔ
Ｓ
型
」
を
得

意
と
し
て
き
た
大
和
ハ
ウ
ス

工
業
も
ま
た
、
マ
ル
チ
テ
ナ

ン
ト
型
へ
の
参
入
を
本
格

化
。
計
画
段
階
も
入
れ
る
と

５
物
件
が
進
行
中
だ
。
大
型

物
流
施
設
建
設
で
は
国
内
２

位
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
同
社
で

は
、
需
要
の
変
化
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
需
要
増
の
原
因
は
五
つ

挙
げ
ら
れ
る
」
と
、
浦
川
竜

哉
上
席
執
行
役
員
東
京
支
社

建
築
事
業
部
長
は
語
る
。
ま

ず
、
よ
り
安
く
・
早
く
・
正

確
な
物
流
を
求
め
、
外
部
の

３
Ｐ
Ｌ
業
者
に
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
す
る
動
き
が
加
速
し

た
。
自
社
の
物
流
子
会
社
を

切
り
離
し
外
部
と
組
む
メ
ー

カ
ー
も
少
な
く
な
い
。
ま

た
、
通
販
が
急
拡
大
し
、
物

流
セ
ン
タ
ー
が
店
舗
機
能
を

肩
代
わ
り
し
は
じ
め
た
。
こ

れ
に
よ
り
効
率
性
や
環
境
対

策
な
ど
今
日
的
な
ス
ペ
ッ
ク

を
満
た
す
物
流
施
設
の
需
要

が
増
し
た
。

　
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
以

来
、
有
事
対
応
や
事
業
継
続

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｂ
Ｃ
Ｍ

へ
の
要
請
が
強
ま
り
、
免
震

制
震
・
自
家
発
電
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
や
各
種
国
際
基
準

へ
の
対
応
が
不
可
欠
と
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
国
内
従
来
型

倉
庫
は
老
朽
化
し
、
免
震
装

置
な
ど
を
備
え
る
の
は
全
体

の
数
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
最
後
に
産
業
の
空
洞
化

だ
。
工
場
が
海
外
移
転
し
、

海
外
で
つ
く
ら
れ
た
モ
ノ
を

国
内
で
い
っ
た
ん
受
け
入

れ
、
再
分
配
す
る
拠
点
が
必

要
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

中
小
企
業
が
担
っ
て
い
た
生

産
調
整
の
役
割
が
物
流
へ
と

ス
イ
ッ
チ
し
た
。
工
場
移
転

で
首
都
圏
に
ま
と
ま
っ
た
土

地
が
供
給
さ
れ
た
こ
と
も
大

き
い
。

Ｂ
Ｔ
Ｓ
型
で
強
さ

　
「
顧
客
に
長
く
寄
り
添
い

成
長
を
手
助
け
す
る
」
こ
と

を
理
想
と
し
て
き
た
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
。
Ｂ
Ｔ
Ｓ
型
に
絶

対
の
強
さ
を
持
ち
、
マ
ル
チ

型
に
は
あ
え
て
踏
み
込
ん
で

こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
市
場

の
変
化
を
受
け
、
つ
い
に
大

型
物
流
施
設
の
主
流
で
あ
る

マ
ル
チ
型
へ
の
展
開
を
積
極

化
し
た
。
ゆ
く
ゆ
く
は
「
扱

い
全
体
の
２
、
３
割
に
し
た

い
」
と
期
待
す
る
。

　
背
景
に
は
震
災
以
降
の
意

識
変
化
も
あ
る
と
い
う
。
限

り
な
く
稼
働
率
１
０
０
％
に

近
づ
く
の
に
腐
心
し
て
き
た

が
、
数
％
の
空
き
な
ら
緊
急

事
態
に
活
用
で
き
る
。
そ
れ

を
考
え
る
と
、
マ
ル
チ
型
物

件
は
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。

海
外
進
出
も
手
助
け

　
だ
が
、
ア
ジ
ア
ス
ケ
ー
ル

で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
広

が
っ
た
今
、
国
内
だ
け
施
設

を
扱
っ
て
も
、
本
当
に
顧
客

に
寄
り
添
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
対

し
、
同
社
は
海
外
進
出
を
手

助
け
す
る
事
業
に
乗
り
出
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ

ン
郊
外
に
あ
る
ロ
ン
ド
ウ
ッ

ク
工
業
団
地
の
開
発
だ
。

　
日
本
か
ら
飛
行
機
で
６
時

間
、
地
盤
も
良
好
で
周
辺
に

国
際
空
港
や
港
湾
、
建
設
予

定
の
高
速
道
路
と
ア
ク
セ
ス

が
非
常
に
良
い
。
開
発
面
積

は
２
７
０

で
来
年
夏
の

イ
ン
フ
ラ
完

成
予
定
だ

が
、
す
で
に

約
半
分
が
埋

ま
っ
た
。
国

内
で
培
っ
た

あ
ら
ゆ
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
「
六

重
苦
に
悩
む

日
系
企
業
の

海
外
進
出
を

助
け
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
達

成
を
目
指

す
」

同

の
が
狙
い
だ
。
団
地
内
に
は

保
税
倉
庫
も
あ
り
、
通
関
手

続
き
が
可
能
。
顧
客
は
１
０

０
％
日
系
企
業
で
、
交
通
の

便
利
な
場
所
で
日
本
品
質
の

イ
ン
フ
ラ
を
用
意
し
、
日
本

経
済
を
支
え
て
き
た
中
小
企

業
の
ア
ジ
ア
移
転
を
円
滑
化

す
る
と
い
う
。

　
ま
た
将
来
的
に
は
ベ
ト
ナ

ム
を
橋
頭
堡
に
東
南
ア
ジ
ア

き
ょ
う
と
う
ほ

全
域
へ
の
進
出
も
検
討
し
て

い
る
。
「
ま
だ
ま
だ
先
の
話

だ
が
、
得
意
分
野
の
工
場
や

倉
庫
建
設
か
ら
は
じ
め
、
ど

こ
ま
で
で
き
る
か
を
確
か
め

て
い
き
た
い
」
と
い
う
。
大

和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
先

日
、
悲
願
だ
っ
た
大
和
ハ
ウ

ス
リ
ー
ト
の
新
規
上
場
を
実

現
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
、

資
金
の
調
達
か
ら
生
産
、
流

通
ま
で
、
真
の
ト
ー
タ
ル
サ

ー
ビ
ス
実
現
を
目
指
し
て
い

く
。

省
エ
ネ
型
に
力

　
服
部
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
業

大
阪
市
都
島
区
、
服
部
榮

市
社
長
、
０
６
・
６
９
２
２

・
３
３
８
８

は
２
輪
車
の

ハ
ン
ド
ル
ヒ
ー
タ
ー
や
家
庭

用
遠
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
、
液

晶
機
器
の
乾
燥
・
焼
き
付
け

用
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
、
文
字
通

り
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
専
業
メ

ー
カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
。

熱
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
る
同
社
が
現

在
、
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
暖

房
装
置
「
か
ん
づ
め
ヒ
ー
タ

ー
」
だ
。
缶
詰
や
空
き
缶
を

ケ
ー
ス
に
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
な

っ
た
。
床
暖
房
や
オ
イ
ル
ヒ

ー
タ
ー
、
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー

な
ど
輻
射
熱
を
使
っ
た
暖
房

ふ
く
し
ゃ

装
置
に
分
類
さ
れ
る
。

　
「
か
ん
づ
め
ヒ
ー
タ
ー
」

は
、
ド
ラ
ム
状
の
本
体
ケ
ー

ス
内
部
を
２
枚
も
し
く
は
３

枚
の
仕
切
り
板
に
よ
り
三
つ

な
い
し
四
つ
の
空
間
に
区
画

す
る
構
造
で
、
一
番
底
の
空

間
に
熱
源
を
据
え
付
け
る
。

最
下
層
が
約
１
０
０
度
Ｃ
、

真
ん
中
の
層
が

―

度

Ｃ
、
上
の
層
が
約

度
Ｃ
に

な
る
。
仕
切
り
板
に
は
あ
ら

か
じ
め
複
数
の
細
か
な
穴
を

あ
け
て
あ
り
、
互
い
に
空
気

が
行
き
来
で
き
、
熱
が
穴
を

通
じ
て
上
の
空
間
に
「
じ
ん

わ
り
と
」
伝
わ
る
し
く
み

だ
。
高
温
と
は
な
り
に
く
い

が
、
暖
房
面
積
あ
た
り
の
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
き
わ
め

て
小
さ
い
。

頭
寒
足
熱
の
効
果

　
大
き
さ
や
形
状
は
問
わ
な

い
の
も
大
き
な
特
徴
。
机
の

下
に
置
き
、
青
竹
踏
み
の
よ

う
に
装
置
に
両
足
を
密
着
さ

せ
ら
れ
る
形
状
も
検
討
中

だ
。
他
の
暖
房
器
具
と
異
な

り
、
ス
ペ
ー
ス
を
と
ら
ず
足

元
か
ら
身
体
を
温
め
る
理
想

的
な
頭
寒
足
熱
の
効
果
が

得
ら
れ
る
。
カ
イ
ロ
代
わ
り

に
缶
詰
サ
イ
ズ
の
持
ち
運
び

が
可
能
な
小
型
ヒ
ー
タ
ー
へ

の
応
用
も
期
待
で
き
る
。

　
同
社
は
立
命
館
大
学
と
共

同
で
、
遠
赤
外
線
パ
ネ
ル
を

用
い
た
快
適
な
暖
房
シ
ス
テ

ム
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

１
９
９
７
年
に
は
同
大
学
の

「
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン

パ
ス
」

滋
賀
県
草
津
市

に
開
設
し
た
レ
ン
タ
ル
ラ
ボ

「
産
学
官
連
携
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー
」
の
第
一
期
と
し
て
入
居

し
た
。
連
携
研
究
の
一
つ
に

「
等
分
布
温
度
制
御
の
研

究
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
核
技

術
で
あ
る
Ｈ
Ｈ
式
発
熱
エ
レ

メ
ン
ト
の
発
熱
体
パ
タ
ー
ン

設
計
の
標
準
化
に
役
立
て
る

こ
と
を
狙
い
と
し
た
も
の
。

２
０
０
２
年
に
は
産
学
連
携

組
織
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
」
に
も
参

加
し
、
「
遠
赤
外
線
パ
ネ
ル

ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
温
熱
快
適

性
評
価
研
究
」
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
商
品
化

を
前
提
に
学
生
か
ら
遠
赤
外

線
を
用
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
を
募
集
。
「
遠
赤
外
線

サ
ウ
ナ
マ
シ
ー
ン
」
「
住
宅

建
材
組
み
込
み
型
遠
赤
外
線

ヒ
ー
タ
ー
」
「
円
柱
型
遠
赤

外
線
湯
沸
か
し
器
」
の
３
件

が
集
ま
っ
た
。
具
現
化
に
は

さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
だ

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
の

連
携
を
図
っ
て
事
業
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。

独
自
技
術
の
結
晶

　
同
社
の
遠
赤
外
線
ヒ
ー
タ

ー
は
、
厳
選
し
た
ニ
ク
ロ
ム

合
金
発
熱
体
と
マ
イ
カ

雲

母

絶
縁
体
の
積
層
構
造
。

素
材
選
定
に
は
細
心
の
注
意

を
払
い
、
発
熱
体
を
独
自
設

計
の
微
細
パ
タ
ー
ン
と
す
る

こ
と
な
ど
で
、
電
力
密
度
を

自
由
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、
線
膨
張
し
に

く
い
の
も
特
徴
だ
。
こ
の
た

め
ヒ
ー
タ
ー
の
パ
ネ
ル
全
面

の
ど
の
箇
所
で
測
っ
て
も
温

度
差
が
１
度
Ｃ
以
下

０
・
１
度
Ｃ
程
度

と
優
れ

た
均
一
分
布
性
能
を
持
ち
、

ヒ
ー
タ
ー
と
接
触
す
る
部
分

を
正
確
に
加
熱
で
き
る
。

　
遠
赤
外
線
暖
房
器
は
体
の

表
面
だ
け
で
な
く
中
も
温
め

る
た
め
、
ス
ポ
ッ
ト
暖
房
も

可
能
と
な
る
。
部
屋
全
体
を

暖
め
る
に
は
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
す
る
が
、
遠

赤
外
線
暖
房
器
に
よ
る
ス
ポ

ッ
ト
暖
房
な
ら
電
気
代
は
安

く
て
済
む
。
暖
房
器
具
と
し

て
一
般
的
な
石
油
ス
ト
ー
ブ

や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、
火
を

用
い
る
た
め
火
災
な
ど
の
危

険
が
あ
る
。

　
一
方
、
エ
ア
コ
ン
は
火
を

使
わ
ず
安
全
だ
が
、
温

風
が
直
接
人
に
当
た
る

と
不
快
に
感
じ
る
ほ

か
、
乾
燥
し
て
肌
が
カ

サ
カ
サ
に
な
り
や
す
い

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

「
床
か
ら

。
人

の
足
首
の
高
さ
ま
で
暖

め
る
と
ち
ょ
う
ど
よ

い
」
と
、
同
社
の
服
部

社
長
は
人
に
や
さ
し
い

暖
房
に
つ
い
て
解
説
す

る
。

（ ） 【全面広告】 ２０１２年 平成２４年 １１月２８日 水曜日 　　


